
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２６年度 
だいせん防災教育「生き抜く力育成」事業 

「被災地交流」 
「避難所開設訓練」の記録 

平成２６年１１月 
大仙市教育委員会 教育指導課 



平成２６年度「だいせん防災教育『生き抜く力育成』事業」

被災地交流の概要

＜大曲中学校＞＜大曲中学校＞＜大曲中学校＞＜大曲中学校＞ ★は宿泊を伴うもの

期日 交流の場所 本校参加者 交流先参加者

６月 ４日（水） 岩手県大船渡市 ３年生希望者と職員 赤崎中学校 ２０名

赤崎中学校 ２６名 仮設住宅住民 １５名

後ノ入地区仮設住宅

大立地区仮設住宅

７月１７日（木） 岩手県大船渡市 ３年生希望者と職員 仮設住宅住民 ８名

大立地区仮設住宅 ２６名

太陽セメント ＊大曲・東大曲・花館

大船渡工場 四ツ屋の４小学校

１３名

１０月２日（木） 岩手県大船渡市 全校希望者と合唱部員， 赤崎中学校 １４１名

赤崎中学校 生活科学部員と職員 仮設住宅住民 ３０名

後ノ入地区仮設住宅 ７１名

大立地区仮設住宅

＜平和中学校＞＜平和中学校＞＜平和中学校＞＜平和中学校＞

期日 交流の場所 本校参加者 交流先参加者

９月４日（木） 岩手県大槌町 全校生徒と職員 仮設住宅住民

～ ５日（金） 吉里吉里中学校 １４５名 約１８５名

陸中海岸青年の家 （花火約１２０，ゴルフ６１，

★ 三陸まるごと体験館 体験館４）

＜中仙中学校＞＜中仙中学校＞＜中仙中学校＞＜中仙中学校＞

期日 交流の場所 本校参加者 交流先参加者

７月１５日（火） 宮城県気仙沼市 ２、３年生徒と職員 小原木中学校 １０名

小原木中学校 １１名 仮設住宅住民 ６名

小原木中仮設住宅

天ヶ沢仮設住宅 ＊中仙小，清水小

大谷小中仮設住宅 それぞれ５名ずつ

小泉中仮設住宅 １０名

８月２９日（火） 中仙中学校 全校生徒と職員 小原木中学校生徒と職員

２１２名 ３９名

９月２日（火） 小原木中仮設住宅 ３年生徒と職員 小原木中仮設住宅 ３２名

～３日（水） 天ヶ沢仮設住宅 ７３名 天ヶ沢仮設住宅 １５名

大谷小中仮設住宅 大谷小中仮設住宅 ３１名

小泉中仮設住宅 小泉中仮設住宅 ３０名

★ ボランティア会 ８名

市内中学校

＜南外中学校＞＜南外中学校＞＜南外中学校＞＜南外中学校＞

期日 交流の場所 本校参加者 交流先参加者

７月２３日（水） 宮城県本吉郡南三陸町 南外中学校 ８名 志津川小学校 ２名

志津川小学校 南外小学校 ２２名 志津川中学校 ３名

志津川中学校 保護者、住民 ８名 志津川中学校仮設住宅民

志津川中学校仮設住宅 １３名

防災庁舎 等

１０月２３日（木） 志津川小学校 全校生徒と職員 ８０名 志津川小・中学校 ３名

～２４日（金） 志津川中学校 保護者、住民 ２９名 志津川中学校仮設住宅民

志津川中学校仮設住宅 １００名

三陸町さんさん商店街

＜太田中学校＞＜太田中学校＞＜太田中学校＞＜太田中学校＞

期日 交流の場所 本校参加者 交流先参加者

７月３１日（木） 岩手県上閉伊郡大槌町 １年生全員と職員 ５７名 仮設団地住民 ８６名

～８月１日（金） 吉里吉里地区仮設団地

おらが大槌夢広場

★ 大船渡市津波伝承館

８月１１日（月） 大槌第５仮設団地 全校生徒と職員 ６０名 仮設団地住民 ８０名

吉里吉里地区仮設団地 太田地域３小学校 ２５名

保護者、住民 等 １６名

９月４日（木） 大槌町立大槌中学校 ２年生全員と職員，保護者 大槌中学校２年生，職員

～５日（金） 岩手県庁 ６５名 １１０名

岩手県立

★ 総合防災センター

１０月２４日（金） 大槌町立大槌中学校 ３年生全員と職員等 大槌中学校全校生徒，職員

～２５日（土） ５６名 ２９５名

★ 保護者、住民 約２００名

＜豊岡小学校＞＜豊岡小学校＞＜豊岡小学校＞＜豊岡小学校＞

期日 交流の場所 本校参加者 交流先参加者

８月１日（金） 宮城県気仙沼市 ５・６年児童と職員 気仙小学校児童・職員

気仙小学校 ３１名 ４６名

＜太田東小学校・太田南小学校・太田北小学校＞＜太田東小学校・太田南小学校・太田北小学校＞＜太田東小学校・太田南小学校・太田北小学校＞＜太田東小学校・太田南小学校・太田北小学校＞

期日 交流の場所 本校参加者 交流先参加者

７月９日（水） 仙台市若林区荒浜地区 太田地域３小学校の６年生 荒浜地区住民、ＮＰＯ職員等

～１０日（木） 全員と職員等 ７０名 ７名

※３校合同修学旅行

市内小学校
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大仙市立大曲中学校

花で飾ろうプロジェクト 豊かな心プロジェクト

学校や仮設住宅，赤崎町の広場にプランターを運び，花 後ノ入仮設住宅では，集会所で生活科学部による「お
を飾ることができました。町民の方からは「広場や沿道に 茶のおもてなし」をしました。大仙市のモロヘイヤを使
花があり，明るくなりました」と，喜んでいただきました。 用した黒糖やカステラなども調理し，お茶と一緒に召し
その笑顔を見て，私たちも嬉しくなりました。 上がってもらいました。「おいしい！ありがとう！」の声が忘れられません。また，合唱

部はＮＨＫ合唱コンクール曲などを披露しました。合唱を聴いて，涙を流して喜んでくだ
さり，私たちもこの活動をして良かったと思いました。住民の方々とのお話も盛り上がり，

絵画修復プロジェクト とても楽しかったです。
大立仮設住宅の方から「住宅の壁面に飾った絵が色あせ

てきた。修復してほしい。」と要望がありました。そこで，
大曲，花館，四ツ屋，東大曲の４小学校と協力し，「絵を 奉仕の心プロジェクト
見て笑顔になってほしい」との思いを込めて絵画を修復し
たり全面的に描き直したりして，届けました。
「絵を見て感動した。つらい思いも全て

流してくれるようだ」と言ってくださった
のが，印象的でした。

要望があった窓やエアコンの掃除，花畑の掃除などを行いました。

復興支援交流菓子「笑顔咲く 花＊花サブレ」復興支援交流菓子「笑顔咲く 花＊花サブレ」復興支援交流菓子「笑顔咲く 花＊花サブレ」復興支援交流菓子「笑顔咲く 花＊花サブレ」
生活科学部が試作を重ね考案しました。生地には県産米粉等を使用し，
大曲の花火をデザインしました。地元の菓子工業組合の協力を得て制

◆赤崎中学校との交流会では，赤崎ソーランや全校合唱を披露 作したサブレは，約５，０００枚を売り上げ，売り上げの全てを赤崎
していただきました。両校の生徒の感想発表では「来年度も 交流活動費として活用しました。１０月の交流の際には，赤崎中や仮
大曲と赤崎のつながりを続けていきたい」と語っていた。 設住宅の方々に贈り，おいしいと好評でした。

《 大曲中学校 》
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「中仙中学校３年(陽虹学年)の被災地交流活動」 

～宮城県気仙沼市にて～ 

中仙中学校３年部 

 

７月15日（火）に清水小，中仙小，中仙中の代表児童・生徒16名，教職員６名，計22名で気仙沼市を訪問し

た。このうち，本校は生徒会執行部７名と校長，生徒会担当の佐藤，小松そして学年主任の髙橋の11名で参加し

た。小原木中学校を訪問し，翌月中仙中で行われる両校生徒の交流会当日の活動についての打合せを行った。事

前に小原木中学校の先生と連絡調整を行っていたおかげで打ち合わせがスムーズに行えた。小原木中の生徒・教

職員の心遣いがすばらしく，絆を深めるきっかけづくりや人を支えることの尊さを学び，思いやりの心を養うこ

とができたと思う。また，各仮設住宅（小原木中学校仮設住宅，小泉中学校仮設住宅，大谷小・中学校仮設住宅，

天ヶ沢仮設住宅）では，小学生も一緒に巡回し，９月２日，３日に予定されている３年生の訪問についてのＰＲ

ちらしと各小学校で制作したカレンダーやうちわを住民の方々に直接手渡した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

８月29日（金）に小原木中学校は全校生徒28名，職員11名をお招きし，交流活動を行った。学年ごとにプロ

ジェクトアドベンチャーを行い，親睦を図った。その後，各クラスに小原木中学校の生徒を招き，一緒に給食を

とった。午後からは，両校の学校紹介を行った後，小原木中学校から全校生徒による「小原木ソーラン」を，中

仙中学校が訪問生徒全員による「ロックドンパン」を披露し合った。ダイナミックで勇壮な「小原木ソーラン」

の太鼓と舞には，本校の生徒，職員ともに圧倒された。「ロックドンパン」では，小原木中学校の生徒も一緒に

踊るなど，大いに盛り上がった。最後に両校の生徒たちで，協力して制作活動を行うことで絆を深めることがで

きた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（小原木中図書室での打合せの様子） （各仮設住宅で，9/2,3の案内配布の様子） 

（PAで一緒に活動している様子） （クラスで一緒に給食を食べている様子） （小原木ソーランを見学している様子） 

（両校生徒の記念写真） （共同制作をしている様子） （ロックドンパンを踊っている様子） 

《 中仙中学校 》 

９月２日（火），３日（水）の２日間，本校３年生66名，校長，３年部職員５名，養護教諭の計73名で気仙

沼市を訪問した。１日目，10 時 30 分頃，開館して間もない「シャークミュージアム」に到着し，地震直後の気

仙沼市の様子を映像や写真で見て，改めて地震の恐ろしさを実感した。その後，「リアス・アーク美術館」を訪

問し，実際の被災物や写真を見た。午後から，小原木中学校体育館を会場に，校庭に建てられた仮設住宅の方々

32名をお招きして，「ロックドンパン」「ヤートセ」「吹奏楽部によるアンサンブル」「抹茶のお手前披露」「合

唱」を披露し，仮設住宅のみなさんと交流して親睦を深めることができた。また，夜は「街づくり・防災」，「仮

設住宅・住宅再建」というテーマで，地元ＮＧＯシャンティー国際ボランティア会の方々から講話をいただき，

震災時の生々しい映像を見せていただき，復興に向けての課題等について学んだ。 

 

 

 

 

 

 

 

２日目，３班に分かれて，大谷小・中学校仮設住宅（住民31名参加），天ヶ沢仮設住宅（住民15名参加），

小泉中学校仮設住宅（住民30名参加）をそれぞれ訪問して，「ロックドンパン」「ヤートセ」「吹奏楽部による

アンサンブル」「抹茶のお手前披露」「合唱」を披露し，仮設住宅のみなさんと交流し，親睦を深めることがで

きた。生徒たちは，直接被災された方々からお話をお聞きすることで，新聞やテレビでは感じられない多くのこ

とを学んだ。 

 

 

 

 

 

 

 

仮設住宅を訪問後，ちょうど１年前，地域住民の総意で建築したという前浜コミュニティーセンターに集まり，

シャンティ国際ボランティア会の方々と共に，活動のふり返りをして復興の現状について知るとともに，今回の

交流活動の意義やこれから自分たちができることについて考えを深めることができた。昼食・休憩後，コミュニ

ティーセンターを出発。午後５時10分頃帰校した。２日間を通し，大きく体調を崩す生徒もなく，本当に意義の

ある体験交流活動であったと思う。 

 

生徒の作文から 

 私は，被災地を訪問してたくさんのことを見たり聞いたりしました。１日目に行ったリアス・アーク美術館が

心に残っています。そこには被災した現場に職員が行き，撮影された写真やぐちゃぐちゃになった日常品などが

展示されていました。亡くなる時までギュッと抱きしめていたランドセル。３時33分で止まってしまった時計。

日常使っているものが想像もつかない形になっており，とてもショックを受けました。夜には，シャンティーボ

ランティア会の方から「街づくり・防災」，「仮設住宅・住宅再建」の２つのテーマで講話していただきました。

人と人のつながりや地域とのつながり，集会所の大切さなどを知ることができてよかったです。 

 ２日目は仮設住宅の住民の皆さんと交流しました。私はお茶のお点前の披露を担当しました。真心と感謝の気

持ちを込めて一杯一杯お茶を点てました。住民の皆さんの「おいしい」という声を聞いたり「笑顔」を見せてい

ただいたりしたので，訪問して本当に良かったと思うことができました。また，本当は辛いのに震災時のお話や

体育館での避難生活の様子などを聞き，とても貴重な時間を過ごすことができました。 

 全体を通して，私は学校で勉強していることを当たり前で，家があって普通に暮らしていることなど何気ない

毎日がとても幸せだなと思いました。実際に見た海はとてもきれいだったのに，あの海が津波で真っ黒になると

は思われませんでした。この訪問で，住民の皆さんから逆に元気をもらった気がします。この元気は，また被災

地に行った時にあげられたらいいなと思います。この２日間は私自身を成長させることができ，とてもいい経験

になりました。（３年 伊藤帆乃香） 

（住民と交流している様子） （住民と交流している様子） （リアス・アーク美術館） （シャークミュージアム） 

（仮設住宅の住民と交流している様子） 
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『南三陸町に笑顔と想いを届けよう！』
平成２６年度大仙市立南外小・中学校被災地交流事業

「心の交流」を通して，南三陸町に笑顔と想いを届けよう！

◆交流活動Ⅰ 南三陸町視察研修（被災地の実際を学び，支援の方法を考える）
◇視察地 南三陸町，志津川小・中学校，志津川中学校前仮設集会所
◇研修内容
①震災４年目の現状を見学する（防災庁舎，旧魚市場）
②津波体験や避難所での生活を学ぶ（志津川小・中学校職員，仮設自治会役員の方から）

◇参加者 南外地域の方（２名），小・中学校保護者（８名），南外小６年生（１６名）・中学生（５名）

◆左の写真は志津川中学校から２００７年に撮影した町の風景です。右が２０１４年１０月に撮影したものです。
かさ上げも進み，新たな道路もできるなど津波で一変した町が徐々に復興しつつあります。

◆志津川小・中学校での学び
・震災発生時の様子について
…小学校は帰宅した児童もいたが，卒業式準備等
で多くの児童生徒が学校にいて被害を免れた。

・避難生活について
…児童生徒の安否確認と避難所運営を同時に進め
るために，児童生徒，教職員，住民が助け合い，
励まし合いながら避難生活を送った。

…暖房や飲み水，食料の調達，衛生面への配慮等
みんなで協力し，助け合った。

◆仮設住民の方からの学び
・仮設住宅での生活について
…一時しのぎの生活が４年目を迎えている。なか
なか進まない復興にはがゆい思いをしている。

…互い助け合う生活が一体感，絆を生んでいる。
・仮設住民の方の交流への想い 仮設ごとの集団高台移転を希望している。
…震災は人ごとではなく，誰にでもいつでも起きる可能性があること。ここでの学びをみんなに伝え，何か
あったら率先して動けるリーダーになってほしい。震災を風化させてほしくないが，支援という上から目
線でなく，ともに明るい未来を築こうとする仲間としての「交流」を望みたい。

２０１４年１０月 かさ上げや新たな道路づくりも進んでいる

南外地域の方，南外小・中学校の保護者の方，南外小・中学生が被災の様子を学びました。

志
津
川
小

・
中
学
校
で
避
難

所
の
生
活
を
学
び
ま
し
た
。

志
津
川
小
学
校

志
津
川
中
学
校

仮
設
住
宅
の
方
の
話

仮
設
住
民
の
方
か
ら
被
災
時
や

現
在
の
状
況
を
学
び
ま
し
た
。

２００７年の町並み

◆交流活動Ⅱ 南三陸町仮設住民の方との交流（心の交流をとおして，笑顔と想いを届ける）
◇志津川小学校へ…南外小学校から預かったメッセージカード付き新米３０ｋｇを届ける
◇志津川中学校へ…南外中学校から文化祭等の収益金とメッセージカードを贈呈する
◇仮設住宅の方との交流…炊き出し体験の実施，ヨサコイソーランの披露
◇参加者 南外地域の方（１５名），中学校保護者の方（１３名），中学生（７０名），職員（１４名）

佐
々
木
支
所
長
は
じ
め
保

護
者
の
方
も
交
流
に
参
加

し
ま
し
た
。

好天のもと炊き出し
体験は大好評でした。

◆南中生は「ソーラン」を，南外地域の方は「南外
小唄」を，仮設住民の方は「盆踊り」をそれぞれ
披露し合いました。参加者全員で手拍子に合
わせ歌ったり，踊ったり「笑顔と歓声」につつまれ
思い出に残る楽しい交流が行われました。

生徒も「キリタンポ」づくりを頑張りました。心温まる交流が実現！

《 南外中学校 》
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「心の交流」を通して，南三陸町に笑顔と想いを届けよう！ 交流を終えての感想（地域の方，保護者，中学生各代表）

南三陸町との交流を終えて南三陸町との交流を終えて南三陸町との交流を終えて南三陸町との交流を終えて
大仙市南外支所長 佐々木 清哉大仙市南外支所長 佐々木 清哉大仙市南外支所長 佐々木 清哉大仙市南外支所長 佐々木 清哉

仮設住宅の人々は私たちを温かく笑顔で迎えてくれ
た。南中生主体の交流から保護者や地域の人たちも加わ
り，それぞれの思いを胸に参加した交流支援。わずかな
時間ではあったが，中学生が作ったきりたんぽ鍋や地域
の人が差し入れたリンゴに会話の輪が広がった。圧巻は
南中生が披露した「よさこいソーラン」。佐々木自治会
長はじめ参加した方々から「元気と勇気をいただいた」
と絶賛された。心の交流がなしえた瞬間であった。
仮設住宅に三年余りの月日が流れ，さらに確たる目処も立たない状況

の中で，今後も不安な生活を余儀なくされている被災者の方々。
彼らの心の癒しには到底及ばないながらも，交流の中で見せた笑顔は

我々にとっても救いとなった。この交流を契機に自主防災組織の交流や
南外地域祭への物販販売など相互交流を拡大させ，一歩一歩元気な日々
を刻んでいけるよう心の交流を継続させていきたいものと心から願って
いる。

南三陸町との交流の報告南三陸町との交流の報告南三陸町との交流の報告南三陸町との交流の報告
南外中学校ＰＴＡ会長 鈴木 幸一南外中学校ＰＴＡ会長 鈴木 幸一南外中学校ＰＴＡ会長 鈴木 幸一南外中学校ＰＴＡ会長 鈴木 幸一

保護者代表の先発隊として，３名が２３日に南三陸町入りし，
早速，仮設住宅自冶会長さん等と研修の場をもちました。災害に
出くわしたときの身の安全を第一に考えた避難のあり方，それに
備えた自主防災組織づくりを学び，切実なお話に考えさせられる
ことが多々ありました。
そして交流会当日の朝，天候は快晴，民宿を後に志津川中学校

グランドの仮設住宅を目指しました。到着するなりハプニング発
生，何とイベント会場予定地の駐車場の中央に一台の軽乗用車が
あるではありませんか。車の所有者は不在，鍵が無いとのことで
した。すると，その後すぐにとった自治会長さんの行動に驚かさ
れました。移動販売のトラックで乗りつけて，軽自動車をけん引
するというのです。けん引は，説得し断念していただき，皆で車
両を持ち上げて移動しようと決定しました。よし本番「せえの」
と叫んだ途端，「カチャ」とドアロック解除の音が。車の持ち主が
現れロックが解除されたのでした。皆，胸を撫で下ろした瞬間で
した。南外地域の先発隊と，仮設住宅の皆様とで，早朝からの協
同作業にあたり，今回の交流事業が成功できると思った瞬間でも
ありました。今後とも保護者，地域が一体となった南三陸町との交流事業が継続できることを祈念し，
交流事業の報告とします。

初めての南三陸町との交流を終えて １年Ａ組 佐々木 心都初めての南三陸町との交流を終えて １年Ａ組 佐々木 心都初めての南三陸町との交流を終えて １年Ａ組 佐々木 心都初めての南三陸町との交流を終えて １年Ａ組 佐々木 心都
先日は，大変お世話になりました。初めての南三陸町訪問で，どんなところかもよく分かりませんで

した。復興はしていても，がれきが残っていたりして住みにくそうでした。でも，地域の人たちと交流
をしてみると，とても歓迎してくれて，優しく接してくれて元気をもらいました。みんなできりたんぽ
鍋やはっと汁を作ったときも手伝ってくれて，おいしい料理を作ることができました。２，３年生が作
ってくれたおにぎりもおいしかったです。そして，南三陸の海でとれたムール貝も潮の香りがしてとて
もおいしかったです。また，食べてみたいなと思いました。南中ソーランは踊らなかったけど，南外小
唄や南三陸町のみなさんと踊った盆踊りはいい思い出になりました。
「来年もおじゃますることになると思いますが，その時はもっと復興できていることを願います。今

度は南外にも遊びに来てください。」

南三陸町との交流を終えて ２年Ａ組 佐藤 雄太南三陸町との交流を終えて ２年Ａ組 佐藤 雄太南三陸町との交流を終えて ２年Ａ組 佐藤 雄太南三陸町との交流を終えて ２年Ａ組 佐藤 雄太
昨年の訪問では，きりたんぽ鍋とはっと汁の炊き出しや，YOSAKOIソーランを披露したりしました。

さらに今年は，地域の方々と一緒に行ったため，りんごを切ったり南三陸で獲れた貝を食べたりするこ
とができました。また，踊りを披露することだけではなく，逆に踊りを見せてもらうことができました。
南三陸町のみなさんの踊りはキレがあってとてもきれいでした。来年も是非見せていただきたいと思い
ました。
少しずつ南三陸も，元の姿に近づいてきたことと思います。あと一息，お互い協力して，少しでも早

く元の生活に戻れるよう頑張っていきましょう。
来年の交流は，僕達２年生にとって最後になります。この２年で交流はとても深くなったと思うので，

これから先も，もっと深められるよう努力していきたいと思います。
半日という短い時間の中で，様々な活動を通し南三陸町のみなさんとの距離が近くなるのはとても嬉

しいことです。これからも様々な活動を通し，南外と南三陸町の交流を深めていきましょう。
一日でも早い復興を願っています。

南三陸町のみなさんとの交流を通して ３年Ａ組 伊藤 真央南三陸町のみなさんとの交流を通して ３年Ａ組 伊藤 真央南三陸町のみなさんとの交流を通して ３年Ａ組 伊藤 真央南三陸町のみなさんとの交流を通して ３年Ａ組 伊藤 真央
今回の訪問は私にとって４回目でした。何度訪れても，なかなか変わらない現状に私自身も悲しくな

りました。しかし，志津川地区の方々はとても前向きで，逆に元気づけられたような気がしました。
一緒に作って食べたきりたんぽ鍋とはっと汁もとてもおいしかったです。仮設住宅の方々に，食べ終

わった後に，「とてもおいしかった。ありがとう。」というふうに言われたことが深く印象に残っていま
す。
また，南中ソーランを披露したときも，一緒にハッピを着たり，鳴子を鳴らしたりして喜んでくださ

ったので，本当に嬉しかったです。踊り終わった後には，「元気をもらった。ありがとう。」という言葉
をいただき，みなさんの笑顔を見ることができたので，本当に良かったと思います。
「笑顔を届ける」ことを一つのテーマとして行ってきたこの南三陸町のみなさんとの交流は，とても

充実したものとなりました。志津川地区のみなさんに感謝の気持ちでいっぱいです。ありがとうござい
ました。

南三陸町の訪問を通して ３年Ａ組 大槻 悠也南三陸町の訪問を通して ３年Ａ組 大槻 悠也南三陸町の訪問を通して ３年Ａ組 大槻 悠也南三陸町の訪問を通して ３年Ａ組 大槻 悠也
今回２回目の南三陸町訪問となりました。今年は生徒会として志津川小･中のみなさんに収益金，南

外小からのお米，メッセージを贈りました。その時に，小･中学生の授業の風景を少し見ました。そこ
で感じたことは，誰一人と落ち込んだり，引きずっている人が見られず，笑顔の子どもたちが多く，逆
に元気をもらうことができたので，とても嬉しかったです。そして収益金などもぜひ使っていただけた
ら嬉しいです。
午後からは仮設住宅の方々との交流となりました。昨年に同様きりたんぽ汁とはっと汁を作り，一緒

に食べました。今年はとれたばかりの貝やホタテを食べることができてよかったです。そしてその貝や
ホタテの味はとても美味しく，今でもあの味が忘れられません。
その後はYOSAKOIを披露して，仮設住宅の方々にたくさんの手拍子をもらうことができ，とても嬉し

かったです。南三陸町の自治会長の佐々木長平さんをはじめとして皆さんがとても元気で，ここでも逆
に元気や笑顔をもらうことができて，本当に嬉しかったです。僕はもうこのような形で訪問できません
が，将来大きくなったら，また南三陸町へ行ってみなさんと交流したいと思っています。南三陸町，そ
して被災地の復興を願っています。共にがんばっていきましょう。

《 南外中学校 》
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発行：平成２６年１１月１１日（火） 大仙市立太田中学校生徒会発行：平成２６年１１月１１日（火） 大仙市立太田中学校生徒会発行：平成２６年１１月１１日（火） 大仙市立太田中学校生徒会発行：平成２６年１１月１１日（火） 大仙市立太田中学校生徒会

平成２６年度の太田中学校の大槌交流活動を紹介します
～岩手県大槌町立大槌中学校，大槌町仮設団地の方々との交流から～

今年度の交流活動について

これまでの心のつながりを大切にした活動
をベースに活動の意義や目的を再確認しなが
ら学年生徒会，生徒会執行部，ＪＲＣ事務局
が中心となって活動を進めています。自分た
ちの目で確かめること，さまざまなことを肌
で感じること，そして感じたことを共有し合
い少しずつ変化していく大槌町を応援してい
くという気持ちを大切にしていくことを根幹
に今年で4年目の活動になります。
さらに，生徒間交流によって互いの学校文

化のよさを実感し，刺激を受けることによっ
て学校生活の向上にもつながっています。

７月16日（水）全校生徒と保護者
「荒れ狂った海～被害状況とその教訓～ 」

ＰＴＡ親子講演会 熊谷 勵 先生
（元大船渡市綾里小学校長）

熊谷勵先生から東日本大震災当時の大船渡
市の被災状況についてお話をうかがいまし
た。特に児童生徒にかかわる被災状況につい
て詳しく説明をしていただき，想像以上に厳
しい状況であることを知りました。家族を津
波等で失った同世代の子どもたちは今，どの
ような生活をしているのだろうと心配になり
ました。また，三陸地方では昔から津波被害
に見舞われ，さまざま教訓が伝えられている
こともわかりました。熊谷先生が赴任した学
校では津波の被害状況や教訓を知らせる看板
を設置したり，児童による劇を制作するなど
後世に語り継ぐ努力をなさっていることに心
を打たれました。
私たちに語ってくださった多くの教訓を今

後も大切にし，防災について考えていきたい
と思いました。

7月31日～8月1日（水）１年生全員
「東日本大震災被災地を知ること」

1年生は東日本大震災時は小学生でした。
大きな震災によって大きな被害を被った地域
があるという事実は漠然とした記憶にとどま
っていました。そこで，被災地を訪問し，ま
ずは，当時の被害状況や現状を知ることが大
事であると考えました。

最初に大槌町を訪問し「おらが大槌夢広場」
の語り部ガイドから大槌町の被害状況を教え
ていただきました。そこで出会ったガイドに，
4年前プランターを贈呈したときに大槌中3
年生だった方がいました。その当時の思いも
語っていただき，先輩たちの活動が大きな力
になったことを私たちは理解しました。また，
8月に開催するミニコンサートのチラシを吉
里吉里仮設団地に配布しました。
翌日，大船渡市，陸前高田市を訪問し，ま

だ復興の足音が遠い被災地を目の当たりにし
ました。大船渡市では大船渡津波伝承館の館
長さんからほんの数分で町が津波によって亡
くなってしまった事実を知り，衝撃を受けま
した。陸前高田市では奇跡の一本松を見て，
美しい松原が一瞬にしてなくなったことに驚
きました。語り部ガイドの方のお話は生々し
く，私たちの心にずっしりと響きました。
被災地の方々がたくましく生きようとして

いる姿を見て，
当たり前の生
活のありがた
みを実感しま
した。自分た
ちにできるこ
とを先輩たち
と一緒に考え
ていきたいと
思います。

《 太田中学校 》

８月11日（月）執行部，生徒有志，高校生
小・中学校保護者，町内外４小学校児童有志

全校生徒が制作した「手作りうちわ」を届け
ふれあいミニコンサートを開催しよう

岩手県大槌町吉里吉里と和野地区の333
軒の仮設住宅に太田中全校生徒と太田３小学
校の児童が制作したうちわを届けました。昨
年度に引き続き，本校卒業生が絵付けした手
作り風鈴も届けました。

町内外４小学校と地域の方々に参加を呼び
かけたところ，総勢101名の「太田ふれあ
い隊」になりました。継続訪問している吉里
吉里，和野の仮設住宅１軒１軒にうちわと風
鈴を届けました。私たちの訪問を笑顔で迎え
てくださり，うれしく思いました。
さらに，小学生と中学生で編制した吹奏楽

ミニコンサートを開催しました。今回は演奏
曲リストの中から住民の方々に選曲していた
だき演奏しました。リクエスト曲の演奏によ
って，共に楽しみ盛り上がることができまし
た。
毎年の訪問のことを覚えている方々の励ま

しの言葉に勇気づけられました。そこで，仮
設団地の入居者が減っていることに気づきま
した。災害復興住宅に入居できた家族もいる
そうですが，町内に住居を建てることができ
ないため，町外に転居しているとのことです。
人材流出はこれからの大きな課題であると思
いました。

９月４～５日（木，金） ２年生全員
「大槌に色彩を届けよう Ｐａｒt４」

い ろ

今年度も250個のプランターに赤・白・
ピンクのベゴニアを植え，全校生徒で大切に
育てました。そして，地域の方々の協力を得
て，２年生全員が大槌中仮設校舎に届けまし
た。

大槌中２年生と贈呈セレモニーや合唱・エ
ール交換をしました。大槌中と太田中の生徒
がペアになってプランター運搬作業を行いま
した。お互いに協力し合い，声を掛け合う中
で自然に会話ができ，心の距離が近づいたよ
うに感じました。
プランターに差し

込むメッセージカー
ドを書くとき，どん
な言葉を書くべきか
とても悩みました。
相手のことを思う気
持ちをどのように伝えたらよいかよく考えま
した。そして，大槌中のみなさんの力になる
よう丁寧にしたためました。

翌日は岩手県庁を訪れ，復興局の職員の方
々に太田中の被災地交流活動について説明
し，アドバイスをいただきました。私たちの
活動の趣旨を理解してくださり，被災地の復
興の力になっているという言葉をいただきあ
りがたく思いました。また，岩手県の復興計
画について具体的な説明を聞きました。私た
ちに何ができるのかを改めて考えていきたい
と感じました。
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10月５日（日）太田中学校祭
大槌中生徒会執行部12名をご招待

４年目となる大槌中生徒会執行部の招待は
12名の方に来校いただきました。前日から
太田入りしていただき，当日の打ち合わせや
リハーサルを行いました。当日のオープニン
グセレモニーでは大槌中生徒による「語り部
プロジェクト」の発表がありました。これま
での支援・交流に対する感謝の言葉やこれか
らの大槌中や大槌町に対する思いなどを語っ
ていただきました。震災を語り継ぐだけでな
く，未来をどう築くか，そのためにどう生き
ていくかということを語る姿に私たちも自分
たちを見つめるきっかけになりました。
太中祭を楽しんでいただき，昼にお見送り

をしました。大槌中のみなさんの笑顔に私た
ちも心が温かくなりました。片道４時間，一
緒に過ごす時間は短いですが互いのよさを交
流し合う機会になりました。

10月24～25日（金，土）
３年生全員
大槌中学校文化祭ＰＲと参加

～大槌町ショッピングセンターでのＰＲ活動～

大槌中学校の文化祭ＰＲのため，大槌町「シ
ーサイドタウン マスト」のセンターコート
でこれまでの交流の歩みの発表と合唱・太鼓
演奏披露をしました。マストのご厚意ですて
きなポスターを制作していただき，事前の宣
伝活動も盛大に行うことができました。
最初に大槌町との交流活動についての報告

をしました。お客様方が私たちの発表を聞き
ながらうなずいてくださり，改めて大槌町の
皆様の優しさに心を打たれました。そして合
唱「生きている証」を歌うとホールに歌声が
響き渡りました。そして，夏休み後から練習
をしてきた東今泉八幡太鼓の演奏です。この
太鼓は太田地域に伝わる貴重な伝統芸能であ
り，私たちは太中Ver.「魂輝太鼓」と名付け
演奏を披露しました。店全体を揺らすような
勢いでたたき，大槌町の皆様を元気づけたい，
勇気づけたいという思いを込めて丁寧に演奏
しました。演奏が始まるとお客様が増え，さ

らに曲の途中で拍手をいただく場面が何回か
ありました。太鼓文化の盛んな地域の方々に
いただいた拍手はとても励みになりました。

そして最後に大槌中学校文化祭のＰＲを行
いました。大槌中校長先生が持ってきてくだ
さった文化祭パンフレットをお客様に配布
し，たくさんの来校を呼びかけました。
翌日，いよいよ大槌中文化祭会場である城

山公園体育館に向かいました。全校生徒と地
域の方々合わせて約500名のみなさんと共
に開祭式に参加しました。太田地域からお預
かりした新米800㎏と小学校からのメッセ
ージカードをそこで贈呈しました。

その後，太田中3年生の合唱を披露し大槌
中の合唱コンクールを鑑賞しました。大槌中
のみなさんの豊かな表現力に目を奪われまし
た。全身で表現している姿に私たちも見習い
たいと強く思いました。昼まで合唱コンクー
ルを鑑賞し，生徒会執行部のみなさんのお見
送りをいただき，会場をあとにしました。互
いの文化交流によって刺激し合う新たな側面
も見えてきました。
旧大槌町役場前で献花，黙祷を行いました。

役場庁舎は前面を残し，取り壊されていまし
た。震災遺構として残る庁舎は私たちにとっ
ても大槌町の被災状況を実感できる場所であ
り，毎年訪問しています。これからも大槌町
を見守り，支えていきたいという気持ちを確
認しました。そして，私たち３年生が卒業し
てから被災地とどうかかわるのかについても
考えていきたいと思いました。

《 太田中学校 》

12月13日（土）
執行部，生徒有志，太田地域のみなさんとともに

手作りのクリスマスカード＆おやきを届けよう

寒い冬を乗り越えていただく力になりたい
と考え，生徒会執行部の企画で4度目となる
大槌町仮設団地へのクリスマスカード＆おや
きの配達を行います。
全校生徒が心を込めてカードを制作し，心

の交流を図る活動になるよう準備を進めてい
きます。

平成２７年３月 支えてくださる皆様へ

大槌交流活動報告展

１年間の大槌交流についての報告展を太田
文化プラザで行う予定です。各学年の活動の
様子を新聞形式やレポート形式の紙面で報告
したり，生徒会や小学校と連携して行った活
動についてまとめたものを掲示するなど全校
生徒の手作り報告展です。
昨年度は，大槌中生徒会からいただいた映

像資料や大槌町の特産物の紹介コーナーなど
も展示しました。
具体的な内容については，今後，決定次第

お知らせいたします。

今年度の交流活動にあたって

本校の被災地支援活動は４年目となりま
す。最初は物資の支援，そして被災地の力に
なるような何かをと思い，活動を進めてきま
した。
活動を進めていくうちに，被災地の状況も

少しずつ変化し，被災地の人々とかかわって
いくうちに，心の傷そのものをなくすことは
できない，でも心の支えになるようなことは
何かできるのではないだろうかと思うように
なりました。
そこで，太田中では被災地支援から被災地

交流へと活動の方向性を変化させながら活動
しています。そして，本当に自分たちの活動
が被災地の方々を支えているだろうかと考え
ながら活動するように意識しています。
私たちの活動は生徒の力だけではできない

ものがあります。花を育てることはできても，
それを運搬するためには大人の方々の力を借
りなければなりません。そういったときに太
田地域には手を貸してくださる方々がたくさ
んいらっしゃいます。物資だけでなく，人的
支援もいただきながら私たちの活動を支えて
くださいます。そのときに地域の温かさ，あ
りがたさ，そして私たちを見守ってくださっ
ているという安心感が実感でき，ふるさと太
田のよさの発見，そしてふるさとを大切にし
ようとする気持ちの高まりにつながっていま
す。大槌中の語り部プロジェクトのお話から
もふるさとを大切に思う気持ちを強く感じま
した。ふるさとに支えられ私たちは生きてい
るという気持ちはみんな共通の思いであると
思います。

昨年度から太田地域小・中学校連携会議が
発足しました。それぞれの学校の代表児童生
徒が一堂に会し，各校の取組や共通の課題な
どを確認しています。そこでも，小学校児童
会から積極的な協力をしたいという声があが
り，アルミ缶回収やうちわやカード制作など
小学校からも提供していただきました。
小・中連携の活動も軌道に乗り始め，これ

から太田地域として大槌町に元気を届ける活
動を今後も継続していきたいと考えていま
す。
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